
平成２６年（２０１４年）１１月２日３ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

平成２５年度決算

特別委員会を
設置

（市長提案の説明要旨）

　

平
成　

年
度
の
決
算
議
案
が
９
月

２５

定
例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
、
議
会

で
は
審
査
の
た
め
の
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
は　
１０

月　

日
か
ら
４
日
間
開
催
さ
れ
、
い

１４
ず
れ
の
議
案
も
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
今
後
、　

月
定
例
会

１２

初
日
に
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
採
決
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

歳
入
総
額
６
百
６
億
３
千
６
百　
３９

万
円
、
歳
出
総
額
５
百　

億
５
千
７

７７

百　

万
円
、
実
質
収
支
は　

億
５
千

６４

２７

２
百　

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

３９

　

歳
入
で
は
、
市
財
政
の
根
幹
を
な

す
市
税
が
、
企
業
収
益
の
回
復
等
に

伴
う
法
人
市
民
税
の
大
き
な
伸
び
な

ど
か
ら
３
年
連
続
し
て
前
年
度
を
上

回
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
増

設
や
防
災
マ
ッ
プ
ア
プ
リ
の
作
成
、

名
木
百
選
の
取
り
組
み
、
学
校
や
公

共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
、
認
可
保
育
園
の
施
設
整
備
費
等

の
補
助
、
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京　

の
開

２０１３

催
、
小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
線
の
整
備
や
橋
梁
の
長
寿
命
化

２３修
繕
計
画
の
策
定
、
使
用
料
等
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
導
入
な
ど
、

小
平
市
第
三
次
長
期
総
合
計
画
に
沿

っ
た
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

財
政
状
況
と
し
て
は
、
景
気
の
回

復
傾
向
の
中
で
３
年
連
続
し
て
市
税

収
入
の
増
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
明
る

い
兆
し
も
み
ら
れ
る
も
の
の
、
民
生

費
を
中
心
と
し
た
歳
出
の
増
加
が
続

い
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来

に
向
け
て
基
金
残
高
の
回
復
に
努
め

る
と
と
も
に
債
務
残
高
を
確
実
に
減

少
さ
せ
な
が
ら
財
政
規
律
を
守
り
、

財
政
の
健
全
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額
百　

億
３
千
４
百　

万

８１

１３

円
、
歳
出
総
額
百　

億
７
千
９
百　

７８

８０

万
円
、
実
質
収
支
は
２
億
５
千
４
百

　

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

３３
　

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が

前
年
度
に
比
べ
１
・
０
％
、
３
千
７

百　

万
円
の
増
と
な
り
、
一
般
会
計

９６
繰
入
金
は
前
年
度
と
同
額
の　

億
円

25

を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
前
年

度
に
比
べ
２
・
７
％
、
３
億
４
百　
２８

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
高

齢
者
医
療
や
介
護
保
険
制
度
へ
の
支

援
に
充
て
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
及

び
介
護
納
付
金
は
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
増
加
を
続
け
て
お
り
、
前
年
度

に
比
べ
合
計
で
約
１
億
６
千
６
百
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額　
億
１
千
３
百　
万
円
、

３５

９３

歳
出
総
額　

億
６
千
８
百　

万
円
、

３４

８７

実
質
収
支
は
４
千
５
百
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
被
保
険
者
数
の
増
な

ど
に
よ
り
保
険
料
が
前
年
度
に
比
べ

約
２
千
９
百
万
円
の
増
と
な
り
、
歳

出
で
は
、
広
域
連
合
納
付
金
の
中
に

含
ま
れ
る
療
養
給
付
費
負
担
金
が
１

千
９
百
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

小
平
市
の
対
象
者
は
約
１
万
９
千
３

百
人
で
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額
百
９
億
８
千
２
百　

万
２９

円
、
歳
出
総
額
百
８
億　

万
円
、
実

５５

質
収
支
は
１
億
８
千
百　

万
円
と
な

７３

り
ま
し
た
。

　

第
１
号
被
保
険
者
数
は
４
万
６
百

　

人
、
要
介
護
、
要
支
援
の
認
定
者

４６数
は
７
千
２
百　

人
と
な
り
、
と
も

１２

に
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
介
護
保
険
料
等
の
増

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
７
・
２
％

の
増
と
な
り
、
歳
出
で
は
、
９
割
以

上
を
占
め
る
保
険
給
付
費
が
８
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状

況
は
、
全
体
的
に
ほ
ぼ
事
業
計
画
で

想
定
し
た
給
付
量
で
、
保
険
給
付
費

全
体
で
は
予
算
現
額
に
対
し
て　

・
９５

９
％
の
執
行
率
で
す
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額　
億
３
千
５
百　
万
円
、

４１

４１

歳
出
総
額　

億
４
千
５
百　

万
円
、

３９

２２

実
質
収
支
は
１
億
９
千　

万
円
と
な

１８

り
ま
し
た
。

　

下
水
道
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
汚
水
整

備
事
業
及
び
雨
水
整
備
事
業
を
計
画

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
下

水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
下

水
道
長
寿
命
化
基
本
構
想
を
、
総
合

的
な
地
震
対
策
と
し
て
下
水
道
総
合

地
震
対
策
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し

ま
し
た
。

 

◎
＝
委
員
長　

○
＝
副
委
員
長

■
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

　

◎
山
岸
真
知
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○
磯
山　
　

亮

　
　
 

川　
　

浩　
　

石
毛
航
太
郎

　
　

岩
本　

博
子　
　
小
野
こ
う
い
ち

　
　

川
里　

春
治　
　

木
村
ま
ゆ
み

　
　

末
廣　
　

進　
　

滝
口　

幸
一

　
　

立
花　

隆
一　
　

橋
本　

久
雄

　
　
吉
池
た
か
ゆ
き

■
特
別
会
計
決
算
特
別
委
員
会

　

◎
佐
藤　
　

充　

○
常
松　

大
介

　
　

小
林　

洋
子　
　
坂
井
や
す
の
り

　
　

佐
野　

郁
夫　
　

津
本　

裕
子

　
　

日
向
美
砂
子　
　

平
野
ひ
ろ
み

　
　

細
谷　
　

正　
　

堀　
　

浩
治

　
　

宮
寺　

賢
一　
　

村
松
ま
さ
み

　
　

幸
田　

昌
之

政政政政政政政政政政政政務務務務務務務務務務務務活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動費費費費費費費費費費費費のののののののののののの領領領領領領領領領領領領収収収収収収収収収収収収書書書書書書書書書書書書等等等等等等等等等等等等ををををををををををををホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジでででででででででででで公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開ししししししししししししまままままままままままま政務活動費の領収書等をホームページで公開しますすすすすすすすすすすすす

単位：円

合計

会派名・人数（平成２６年３月３１日現在）

説明経費項目 志政クラブ
１人

みんなの党
小平の会
２人

虹とひかり
２人

生活者
ネットワーク
３人

日本共産党
小平市議団
４人

フォーラム
小平
４人

政和会
５人

市議会公明党
６人

９,７２０,０００２４０,０ ００     
※

７２０,０００７２０,０００１,０８０,０００１,４４０,０００１,４４０,０００１,９２０,０ ００     
※

２,１６０,０００交付決定額（Ａ）

３,１２５,１４１０４１５,８７１４７,２６０３９７,９８１２１４,６０９５４８,９０５８４０,４１０６６０,１０５
会派が行う市の事務、地方行財政等に
関する調査研究及び調査委託に関する
経費

調査研究費

支　

出

１,２７８,８５０００９１,０８０８０,９６０２５５,８６０００８５０,９５０
会派が研修会を開催するために必要な
経費及び団体等が開催する研修会の参
加に要する経費　

研修費

２,５４４,３９８００４２６,０８０３３３,５８４６９３,９２０７９９,０５０１０３,８４０１８７,９２４会派が行う活動及び市政について市民
に報告するために要する経費広報費

７７０,６８０００７,５００７,５００１３,９１６７,５００７３４,２６４０
会派が行う市民からの市政及び会派の
活動に対する要望、意見の聴取、市民
相談等の活動に要する経費　

広聴費

２,２８００００００００２,２８０会派が要請及び陳情活動を行うために
必要な経費

要請及び
陳情活動費

０００００００００
会派が行う各種会議を開催するために必
要な経費及び団体等が開催する意見交換
会等各種会議への会派としての参加に要
する経費　

会議費

２０３,９３３００５３,５５９９,０１８２７,１７６０４２,３２０７１,８６０会派が行う活動に必要な資料の作成に
要する経費資料作成費

９１８,０７７０１４２,５００１１１,４８５２２１,８１１１９２,８５５７５,２１６７５,４７５９８,７３５会派が行う活動に必要な図書、資料等
の購入に要する経費資料購入費

０００００００００会派が行う活動を補助する職員を雇用
する経費　人件費

０００００００００会派が行う活動に必要な事務所の設置
及び管理に要する経費　事務所費

８,８４３,３５９０５５８,３７１７３６,９６４１,０５０,８５４１,３９８,３３６１,４３０,６７１１,７９６,３０９１,８７１,８５４支出合計（Ｂ）

８９３,６０５２４０,０００１６１,６２９０２９,１４６４１,６６４９,３２９１２３,６９１２８８,１４６返還額（Ａ－Ｂ）
※１　平成２５年７月に所属議員が１人減ったため、当初交付額２,１６０,０００円から２４０,０００円が減額となりました。
※２　会派結成により、８月分より交付されました。

平成２５年度　会派別収支状況

　政務活動費とは、地方自治法第１００条第１４項から第１６項まで及び小平市議会政務活動費の交付に関する条例の規定により、議員の調査研究その他の活
動に資するため、必要な経費の一部として、議会における会派に対して交付されるものです。
　会派の所属議員数に応じ、１人当たり月額３万円を掛けた金額がその年度に交付されます。交付を受けた会派には、年度終了後に政務活動費収支報
告書を提出することが義務づけられています。
各会派の平成２５年度収支報告書や領収書等をホームページで公開しています。詳しくは小平市議会のホームページ（http://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/）をごらんください。


